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可決した決議 １件

〇パレスチナ自治区・ガザ地区における平和

の早期実現を求める決議

可決した発議 １件

○県議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部を改正する条例

可決した意見書 ２件

○教員の奨学金返還減免を求める意見書

○医療・介護・障害福祉分野における処遇改

善等を求める意見書

可決・同意した
知事提出議案 件

○令和５年度宮城県一般会計補正予算

〇令和５年度宮城県流域下水道事業会計補正

予算

〇一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部を改正する条例

○手数料条例の一部を改正する条例

〇宮城県県税条例の一部を改正する条例

○指定管理者の指定について（宮城県ライフ

ル射撃場）

○指定管理者の指定について（宮城県伊豆沼

・内沼サンクチュアリセンター） 他

採択した請願 ２件

〇私立高等学校等への助成強化に関すること

について

〇私学助成拡充に関することについて
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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

◎村上久仁（自民）○渡辺重益（自民） 坂下賢（県民の声）
佐々木奈津江（県民の声）金田もとる（共産）渡辺忠悦（立無ク）
村岡たかこ（自民）守屋守武（自民） 村上智行（自民）
石川光次郎（自民）

◎佐々木賢司（自民）○伊藤吉浩（自民） ゆさみゆき（県民の声）
小畑仁子（県民の声）ふなやま由美（共産）横山のぼる（公明）
柚木貴光（自民） 渡辺勝幸（自民） 橋伸二（自民）
佐々木喜藏（自民）

◎瀨戸健治郎（自民）○わたなべ拓（自民）佐藤仁一（県民の声）
荒川洋平（県民の声）藤原益栄（共産） 石森ゆうじ（維新）
大池康一（公明） 菊地忠久（自民） 高橋宗也（自民）
中山耕一（自民）

◎八島利美（自民）○松本由男（自民） 佐々木功悦（県民の声）
平岡静香（県民の声）天下みゆき（共産）小野寺健（維新）
伊藤和博（公明） さとう道昭（自民）熊谷一平（自民）
中島源陽（自民）

◎遠藤伸幸（公明）○伏谷修一（自民） 三浦ななみ（県民の声）
かっち恵（立無ク）吉川寛康（ 世紀ク）高橋克也（自民）
横山隆光（自民） 外崎浩子（自民） 菊地恵一（自民）

◎高橋啓（自民） ○遠藤隼人（自民） 枡和也（県民の声）
三浦一敏（共産） 熊谷義彦（立無ク）阿部眞喜（ 世紀ク）
杉原崇（自民） 佐々木幸士（自民）本木忠一（自民）
藤倉知格（自民）
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委
員
会
構
成

月
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
や
常
任
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
予
算
特
別
委
員
会
の
ほ
か
、
大
震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
な
ど
五
つ
の
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

◎中山耕一（自民）○枡和也（県民の声）
月 日に総括質疑を行い、その後、各分科会での審査を経

て、令和５年度一般会計補正予算案を可決した。
●総括質疑者
遠藤隼人、渡辺重益、瀨戸健治郎、八島利美（自民）佐々木
奈津江、荒川洋平（県民の声）天下みゆき（共産）横山のぼる（公
明）熊谷義彦（立無ク）吉川寛康（ 世紀ク）小野寺健（維新）

◎高橋宗也（自民）○伏谷修一（自民） ゆさみゆき（県民の声）
荒川洋平（県民の声）藤原益栄（共産） 熊谷義彦（立無ク）
吉川寛康（ 世紀ク）石森ゆうじ（維新）大池康一（公明）
熊谷一平（自民） 杉原崇（自民） 村上久仁（自民）
守屋守武（自民） 村上智行（自民） 石川光次郎（自民）

◎松本由男（自民）○佐々木奈津江（県民の声）天下みゆき（共産）

伊藤和博（公明） 阿部眞喜（ 世紀ク）菊地忠久（自民）

渡辺勝幸（自民） 佐々木賢司（自民）佐々木幸士（自民）

中山耕一（自民）

◎は委員長、○は副委員長
又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

◎佐々木幸士（自民）○横山隆光（自民） ゆさみゆき（県民の声）
荒川洋平（県民の声）天下みゆき（共産）遠藤伸幸（公明）
渡辺忠悦（立無ク）伊藤吉浩（自民） 渡辺勝幸（自民）
佐々木賢司（自民）石川光次郎（自民）中島源陽（自民）

◎枡和也（県民の声）○金田もとる（共産）坂下賢（県民の声）
渡辺忠悦（立無ク） 横山のぼる（公明）さとう道昭（自民）
わたなべ拓（自民）瀨戸健治郎（自民）横山隆光（自民）
中島源陽（自民）

◎渡辺重益（自民）○小畑仁子（県民の声）佐藤仁一（県民の声）
ふなやま由美（共産）小野寺健（維新） 柚木貴光（自民）
高橋克也（自民） 遠藤隼人（自民） 菊地恵一（自民）
藤倉知格（自民）

◎三浦ななみ（県民の声）○伊藤吉浩（自民） 平岡静香（県民の声）
三浦一敏（共産） かっち恵（立無ク）遠藤伸幸（公明）
村岡たかこ（自民）八島利美（自民） 高橋啓（自民）
外崎浩子（自民）
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●ウェブ版みやぎ県議会だより

県議会をより身近に感じていた

だけるよう、写真を多く取り入れ

ております。

●ホームページのご案内

定例会の日程や会議録、議会中

継等をご覧いただけます。

●議会中継のご案内

インターネットで議会中継や録

画映像をご覧いただけます。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

企画広報委員会
みやぎ県議会だよりの編集・発行などの

議会広報を行っている企画広報委員会の委

員の選任が行われました。

◎わたなべ拓（自民）〇平岡静香（県民

の声）松本由男（自民）ふなやま由美（共

産）大池康一（公明）かっち恵（立無ク）

阿部眞喜（21世紀ク）石森ゆうじ（維新）

県議会からのお知らせ
●ラウンジコンサートのご案内

◇次回コンサートの開催予定

・開催日時／定例会開会日２月13日（火）

午後０時15分～45分

・場 所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出 演／和楽あんさんぶる音緒

・ジャンル／筝と17絃のアンサンブル

●傍聴のご案内

本会議について、傍聴を希望される方は、

本会議開催日当日、議会庁舎１階にある傍

聴受付へお越しください。

各委員会について、傍聴を希望される方

は、委員会開会日当日、議会庁舎１階ロビ

ーへお越しください

詳細については、0222113571（総務課）

までお問い合せ下さい。

正副議長就任あいさつ

本
木
忠
一
副
議
長

橋
伸
二
議
長

月定例会開会日に選出された 橋伸二

議長と本木忠一副議長が、閉会日となる

月 日の記者会見で

就任のあいさつを行

った。

橋議長は「東日

本大震災から12年が

経過した。これまで、

復旧・復興を第一に

取り組み、ハード事

業は概ね完了したが、被災者の心のケア等

のソフト対策は、今後も継続する必要があ

る」と述べた。

また「３年以上にわたるコロナ禍を経て

疲弊した地域経済の回復や、国際情勢の影

響などによる物価高騰への対応、ＤＸの推

進、頻発化・激甚化する自然災害への備え、

人口減少・少子高齢化対策等、県政を取り

巻くさまざまな課題は山積している。県議

会の果たすべき役割は、今後ますます大き

くなっており 議会の使命を全うすべく 議

長として全身全霊で取り組む」と強調した。

本木副議長は「二元代表制の一翼を担う

県議会がチェック機能を十分に果たせるよ

う、公正厳正な議会

運営に努める。少子

高齢化や人口減少、

東日本大震災からの

復興等、さまざまな

課題が山積している

中、県議会議員一人

一人が力を合わせ県

民のために頑張ることを誓う と話した。
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院
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置
表
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４病院再編
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質
問
者
と
主
な
質
問
項
目

月定例会の本会議

県
教
委

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

拡
充
へ

教
育
関
連
を
巡
っ
て
、
活
発

な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
議
員

は
「
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒

を
支
援
す
る
た
め
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ら
へ
の
面
談

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
す
る

べ
き
だ
」
と
提
言
し
た
。
教
育

長
は
「
今
年
４
月
か
ら
心
理
、

福
祉
、
教
育
の
各
専
門
家
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
体
制

を
整
え
た
。
今
後
は
各
教
育
事

務
所
で
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
進
め

る
」
と
説
明
し
た
。

「
学
校
に
登
校
し
て
い
な
い

子
ど
も
の
保
護
者
が
集
ま
っ
た

官
民
連
携
モ
デ
ル
の
取
り
組
み

状
況
は
」と
議
員
は
質
問
し
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
や

支
援
者
の
情
報
交
換
会
を
本
年

度
に

回
開
催
予
定
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
教
育
長
は
「
今

後
も
民
間
施
設
等
と
連
携
し
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
在

り
方
を
検
討
す
る
」と
述
べ
た
。

教
員
の
労
働
時
間
や
待
遇
な

ど
の
改
善
に
向
け
、議
員
は「
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
現
状
把
握
が
必
要
」と
強
調
。

教
育
長
は
「
新
規
教
員
を
大
量

採
用
し
、
講
師
の
登
録
者
が
減

っ
て
代
替
講
師
の
配
置
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。講
師
の
確
保
に
向
け
て
は
、

新
た
に
産
育
休
代
替
講
師
の
前

倒
し
任
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
説
明
し
た
。

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
に

つ
い
て
、
議
員
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
行
政
の
両
輪
で
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

知
事
は
「
日
本
語
の
教
育
体
制

を
充
実
さ
せ
る
上
で
欠
か
せ
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
両
輪

と
な
り
、
多
文
化
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
い
」
と
答
え

た
。
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和
牛
の
生
産
強
化
求
め
る

県

効
率
的
な
種
雄
牛
づ
く
り
推
進

仕
事
と
両
立
課
題

不
妊
治
療
で
要
望

県

セ
ミ
ナ
ー
開
催
へ

医
療
関
連
で
、
議
員
は
「
不

妊
治
療
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
仕
事
と
の
両
立
に
つ
い

て
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
の

か
」
と
質
問
し
た
。
知
事
は
、

県
が
２
０
２
１
年
に
職
員
の
不

妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
を

創
設
し
、

年
に
は
制
度
を
拡

充
し
た
こ
と
な
ど
に
触
れ

今

後
は
先
行
事
例
を
踏
ま
え
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
、
企
業
へ

の
不
妊
治
療
の
休
暇
制
度
の
普

及
に
努
め
る
」
と
語
っ
た
。

県
か
ら
市
町
村
へ
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
議
員
は
「
市

長
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
未

就
学
児
ま
で
と
な
っ
て
い
る
対

象
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
」
と

訴
え
た
。保
健
福
祉
部
長
は「
全

国
的
に
み
て
も
遜
色
な
い
制
度

と
認
識
し
て
い
る
。
新
た
な
負

担
増
を
毎
年
継
続
す
る
た
め
に

は
、
恒
久
的
な
財
源
が
必
要
に

な
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。

そ
の
他
、
環
境
関
連
で
質
問

が
あ
っ
た
。

台
湾
の
半
導
体
受
託
生
産
大
手
の

Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
に
よ
る
出
資
法
人
が
大
衡
村
に

建
設
す
る
半
導
体
の
新
工
場
に
関

し
、
事
業
の
波
及
効
果
に
期
待
す
る

声
が
相
次
い
だ
。

議
員
は
「
工
場
が
立
地
す
る
こ
と

で
、
産
業
界
を
は
じ
め
と
し
た
各
方

面
へ
の
効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
」
と
質
問
し
た
。
台
湾
と
の
交
流

拡
大
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

や
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の

促
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
知
事
は

「
目
標
に
掲
げ
て
き
た
『
県
内
総
生

産

兆
円
』
を
安
定
的
に
維
持
す
る

と
と
も
に
、
『
富
県
躍
進
』
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

「
半
導
体
関
連
企
業
が
進
出
し
て

人
流
が
増
加
す
る
な
ど
、
県
内
の
地

域
経
済
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
」

と
訴
え
た
議
員
に
、
知
事
は
「

を

超
え
る
提
案
自
治
体
の
中
か
ら
県
が

選
定
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
今

後
も
関
連
企
業
の
集
積
に
し
っ
か
り

対
応
す
る
」
と
強
調
し
た
。

議
員
は
「
県
内
企
業
と
の
取
引
の

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
取
引
企

業
に
対
す
る
要
求
水
準
や
必
要
な
業

種
な
ど
を
積
極
的
に
聞
き
取
り
を
す

る
べ
き
だ
」
と
提
言
。
知
事
は
「
半

導
体
工
場
が
円
滑
に
稼
働
す
る
た
め

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
。
工
場
進
出
に
伴

い
、
事
業
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
事
業

者
も
含
め
、
幅
広
い
分
野
で
県
内
企

業
の
参
入
可
能
性
が
期
待
で
き
る
」

と
意
気
込
ん
だ
。
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研究開発や人流増加 事業連携…

半
導
体
新
工
場

期
待
の
声

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
菊
地
恵
一
（
自
民
）
本
県
へ

の
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
立
地
へ
の
期
待
に
つ

い
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
県
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て

他
▽
中
山
耕
一

（
自
民
）
仙
台
医
療
圏
に
お
け
る

４
病
院
再
編
、
富
谷
・
黒
川
地
域

の
交
通
対
策

他
▽
枡
和
也
（
県

民
の
声
）
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
移
転
問
題
に
つ
い
て
、
町
道
の

県
道
昇
格
に
つ
い
て

他
▽
伏
谷

修
一
（
自
民
）
み
や
ぎ
の
観
光
・

諸
課
題
に
つ
い
て
、
宮
城
の
防
災

対
策
に
つ
い
て

他

▽
ふ
な
や
ま
由
美
（
共
産
）
４

病
院
再
編
は
撤
回
し
地
域
医
療
充

実
を
、
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を

守
る
提
案

他
▽
中
島
源
陽
（
自

民
）

４
病
院
統
合
・
合
築
に
か

か
る
課
題
に
つ
い
て
、
県
版
食
料

安
全
保
障
に
つ
い
て

他
▽
大
池

康
一
（
公
明
）
多
様
な
教
育
機
会

の
確
保
に
つ
い
て
、
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
つ
い
て

他
▽
柚
木
貴
光

（
自
民
）
利
府
・
松
島
周
辺
の
交

通
対
策
に
つ
い
て
、
少
子
化
対
策

の
抜
本
強
化
に
つ
い
て

他

▽
三
浦
な
な
み
（
県
民
の
声
）

４
病
院
再
編
の
知
事
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
、
自
転
車
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

他
▽
熊
谷
一
平
（
自

民
）
地
方
自
治
と
宮
城
県
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
気
仙
沼
圏
域
の
道

路
整
備
に
つ
い
て

他
▽
熊
谷
義

彦
（
立
無
ク
）
農
業
問
題
に
つ
い

て
、
４
病
院
再
編
問
題
に
つ
い
て

他
▽
菊
地
忠
久
（
自
民
）
水
道

事
業
に
つ
い
て
、
企
業
誘
致
支
援

に
つ
い
て

他

▽
さ
と
う
道
昭
（
自
民
）
病
院

再
編
・
医
療
提
供
体
制
の
諸
課

題
、
安
全
に
過
ご
せ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て

他
▽
藤
原
益
栄

（
共
産
）
広
域
防
災
拠
点
整
備
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
県
営
住

宅
の
全
廃
計
画
に
つ
い
て

他
▽

村
上
智
行
（
自
民
）
本
県
の
農
業

振
興
に
つ
い
て
、
震
災
復
興
の
諸

課
題
に
つ
い
て

他
▽
阿
部
眞
喜

（

世
紀
ク
）
宮
城
県
の
海
の
生

か
し
方
に
つ
い
て
、
女
性
の
活
躍

社
会
に
つ
い
て

他

〈
会
派
名
略
称
〉

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
（
自

民
）
、
み
や
ぎ
県
民
の
声
（
県
民

の
声
）
、
日
本
共
産
党
宮
城
県
会

議
員
団
（
共
産
）
、
公
明
党
県
議

団
（
公
明
）
、
立
憲
・
無
所
属
ク

ラ
ブ
（
立
無
ク
）
、

世
紀
ク
ラ

ブ
（

世
紀
ク
）
、
日
本
維
新
の

会
（
維
新
）

農
林
・
水
産
分
野
で
も
熱
心

な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
和
牛

の
生
産
基
盤
強
化
に
向
け
、
議

員
は
「
肉
用
牛
集
団
育
種
推
進

事
業
の
再
点
検
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
内
容
を
１
段
階
上
げ

る
べ
き
だ
」
と
強
調
。
知
事
は

「
事
業
で
は
効
率
的
な
種
雄
牛

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
前
回

の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
の

課
題
を
改
善
し
、
２
０
２
７
年

の
次
の
大
会
は
上
位
入
賞
に
つ

な
げ
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

農
業
生
産
資
材
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
現
状
を
説
明
し
た
議

員
は
「
価
格
高
騰
対
策
な
ど
の

継
続
支
援
が
必
要
」と
訴
え
た
。

農
政
部
長
は
「
肥
料
や
飼
料
な

ど
の
掛
か
り
増
し
経
費
や
省
エ

ネ
機
器
導
入
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
も
農
業
者
が

安
心
し
て
営
農
で
き
る
よ
う
必

要
な
支
援
を
国
に
要
望
す
る
」

と
述
べ
た
。

水
産
関
連
で
議
員
は
「
育
て

る
漁
業
に
シ
フ
ト
す
る
た
め
に

必
要
な
陸
上
養
殖
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
」
と
提
言
し
た
。
知

事
は
「
意
欲
あ
る
事
業
者
の
陸

上
養
殖
へ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
支
援
す
る
」と
説
明
し
た
。

第
３
９
０
回
宮
城
県
議
会
（

月
定
例
会
）
は

月

日
か
ら

月

日
ま
で

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
５
３
２
億
８

７
３
０
万
円
を
増
額
し
た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
や
決
議
１
件
、
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
改
正
の

議
員
提
出
議
案
１
件
、
教
員
の
奨
学
金
返
還
減
免
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
２
件
、
私
学
助
成
の
拡
充
な
ど
に
関
す
る
請
願
２
件

を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
採
択
し
、
閉
会
し
た
。
改
選
後
初
の
議
会
と
な
り
、
議
長
に

橋
伸
二
議
員
、
副
議
長
に
本
木
忠

一
議
員
を
選
出
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
県
が
主
導
す
る
仙
台
医
療
圏
４
病
院
の
再
編
構
想
や
、
大
衡
村
に
建
設
さ
れ
る
半
導

体
新
工
場
の
波
及
効
果
、
教
育
関
連
な
ど
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

県
が
主
導
す
る
４
病
院
の
再

編
構
想
を
巡
っ
て
は
、
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
（
名
取
市
）
の
富

谷
市
へ
の
移
転
や
計
画
の
白
紙

撤
回
、
県
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
求
め
る
意
見
が
相
次
い
だ
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転

構
想
に
関
し
、
議
員
は
「
民
間

精
神
科
病
院
の
誘
致
策
に
こ
だ

わ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
も

包
括
）
へ
の
配
慮
も
必
要
だ
と

強
調
し
た

知
事
は

民
間
精
神

科
病
院
の
公
募
手
続
き
に
十
分

な
理
解
が
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
案
と
す
る
方

向
で
具
体
的
に
検
討
を
進
め

る
」
と
、
民
間
の
誘
致
策
を
転

換
し
、
セ
ン
タ
ー
の
分
院
を
設

置
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

「
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
が
移

転
す
る
こ
と
に
、
当
事
者
は
強

い
抵
抗
感
を
示
し
て
い
る
。
白

紙
撤
回
を
前
提
に
再
ス
タ
ー
ト

す
る
べ
き
だ
」と
議
員
は
強
調
。

知
事
は
「
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
、
反
対
の
理
由

と
な
っ
て
い
る
不
安
や
懸
念
を

払
拭
で
き
る
よ
う
努
め
る
」
と

理
解
を
求
め
た
。

「
移
転
再
編
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
声
を
聞
い
て
立
ち
止

ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
県
民
の

願
い
に
向
き
合
う
べ
き
だ
」
と

の
議
員
の
要
望
に
対
し
、
知
事

は
「
病
院
再
編
は
地
域
医
療
の

課
題
解
決
に
大
き
く
寄
与
す

る
。
県
民
へ
の
説
明
を
丁
寧
に

行
い
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
」と
応
じ
た
。

議
員
は
「
病
院
移
転
後
に
通

院
が
困
難
と
な
る
患
者
に
つ
い

て
、
仙
台
市
内
の
病
院
で
カ
バ

ー
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
」
と

質
問
。
保
健
福
祉
部
長
は
「
仙

台
医
療
圏
で
は
地
域
医
療
支
援

病
院

病
院
の
う
ち
、
９
病
院

が
仙
台
市
に
集
中
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
県
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
地
域
医
療
体
制
を
確

保
す
る
必
要
性
を
説
明
し
た
。
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